３．コンピュータ　ネットワーク入門
　　　――――歴史・概略―――
　
　　　文献
　　１．（歴史など）　　　村井　インターネット　岩波新書
　　２．（ホームページ）　ローラ・リメイ　ＨＴＭＬ入門　プレンチィス　ホール
　
インターネット
　概念図


　
　
　
　
　
　
　
　
インターネットで可能な事
１．電子メールのやり取り（１９７０年頃～）
２．ニュース（掲示板）のやり取り（１９８０年頃～）
３．他のコンピュータへの実時間接続オンライン、リアルタイム
　　　　　　　　　　　　他のコンピュータ資源（データベース等）の使用
　　　　　　　　　　　　旅行先からの利用（１９８５年頃～）：アメリカ
４．ＷＷＷ：ホームページ公開（１９９３年～）
　
　歴史
１９６９　　ＡＲＰＡＮＥＴ：研究スタート
１９７０頃　ＡＲＰＡＮＥＴ稼動
１９８１　　ＢＩＴＮＥＴ：スタート
　　　　　　　　ＣＵＮＹ－Ｙａｌｅ大
　　　　　　　　ＣＳＮＥＴ：スタート　　　　　　　　ＡＲＰＡＮＥＴとＣＳＮＥＴは親子関係
　　　　　　　　　　　　米国外に接続
１９８２　　　ＴＣＰ／ＩＰ：ＤＯＤ（米国防省）標準
１９８４　　　ＪＵＮＥＴ：スタート（１２００ｂｐｓ：東工大．慶応大．東大）
１９８６　　　ＪＵＮＥＴ：ＣＳＮＥＴと接続　（９６００ｂｐｓ）
１９８８　　　ＷＩＤＥプロジェクト：スタート（日本）
１９８９　　　ＣＳＮＥＴ：サービス停止
　　　　　　　ＷＩＤＥ　：９６００ｂｐｓでハワイと接続
　　　　　　（ＩＰ接続：実時間でつながったＯＮ　ＬＩＮＥ）
１９９２　　　ＩＩＪ社設立：商用利用開始
１９９３　　　ＰＣネットとＷＩＤＥ接続
　　　　　　　ＰＣＮＥＴ（パソコンネット）
　　　　　　　ＩＮＴＥＲＮＥＴが加入
１９９４　　　ＴＵＮＥＴ解散　（ＷＩＤＥだけが残る）
　　　　　　　ＷＷＷ普及
　　　　　　　ＩＮＴＥＲＮＥＴ：２５周年
１９９４　　　加入コンピュータ：約２００万台
　　　　　　　加入者：約２０００万人


　
　
他のコンピュータネットワーク
１．ホストコンピュータネットワーク
　　（１）ＢＩＴＮＥＴ：
　　　　　　ＩＢＭとＣＵＮＹ　後でインターネットに接続
　　（２）Ｎ１ＮＥＴ：
　　　　　　日本　文部省
　
２．パソコンネット
　　（１）ＮＩＦＴＹ　Ｓｅｒｖｅ
　　　　　　日商岩井．富士通
　　　　　　現在１３０万人くらい（１９９５）
　　　　　　文字列ベースでＩＮＴＥＲＮＥＴ　接続済み（１９９５）
　
　　（２）ＰＣＶＡＮ
　　　　　　日本電気
　　　　　　現在１３０万人くらい（１９９５）
　　　　　　文字列ベースでＩＮＴＥＲＮＥＴ　接続済み（１９９５）
　　　　　　
　　　


　
　
　
　
　ネットワークと流通情報
第１世代：文字列、時間差接続（オンライン）
第２世代：文字列、実時間接続
第３世代：静止画、実時間接続
第４世代：動画、再生
第５世代：動画、実時間接続
　　　　　　　　　　（マルチメディア放送、電子会議）
　
　情報形態と通信速度
文字列
　　　１画面：１０００×２Ｂｙｔｅ＝１０００×１６ｂｉｔ
　　　　　　　　　（日本語）　　（１０００＝４０文字×２５行）
　　　１秒で送ると：１６ｋｂｐｓ　　　　　ｂｐｓの代わりにｂａｕｄ（ボー）ということもある。
　
デジタル静止画
　　　カラー１画面＊：１Ｍｂｙｔｅ　　　１００万×８ｂｉｔ＝８Ｍｂ　　　　＊１０２４×７６８
　　　　　１秒で送ると：８Ｍｂｐｓ　　　　　（圧縮しないと）　　　　　　（２１０）　　（２９＋２８）
　
　　　　　　　　　　　１Ｋ×１Ｍ＝１Ｇ
　
デジタル動画
　　　１秒：１Ｍｂｙｔｅ×２２
　　　そのままだと（圧縮しないと）：２２×８Ｍｂｐｓ＝１７６Ｍｂｐｓ
　　　　　　
　　　　　実際ＴＶ電話では
　　　　　　　約１００×１００（＝１０Ｋ）とか５０×５０（圧縮技術を使う）
　　　　　　　　　　　　
今は
１００Ｋｂｐｓ時代
４０Ｍｂｐｓ時代（情報ハイウエイ）
　　　　　→　　１０Ｇｂｐｓ時代へ
　
（例）
　　公衆電話　　　　　２８．８Ｋｂｐｓ
　　ＩＮＳ６４×２　　１２８Ｋｂｐｓ
　　専用回線　　　　　数１００Ｋｂｐｓ　～　数Ｍｂｐｓ
－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　
　　構内　　　　　　　１０Ｍｂｐｓ　～　１００Ｍｂｐｓ
　
ＷＷＷホームページ 

World Wide Web (1993頃～）
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